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地
方
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ら
自
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全
国
か
ら
6
千
人
に
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ぼ
る
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「
自
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税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
活
動
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2018年12月ー2019年1月
自動車関連イベント

国内主要イベント

日時 場所 名称

12月	 2日 静岡県　富士スピードウェイ NISMO FESTIVAL at FUJI SPEEDWAY 2018

	 9日 栃木県　ツインリンクもてぎ Honda Racing THANKS DAY 2018

1月	 11ｰ13日 千葉県　幕張メッセ 東京オートサロン2019

	 16ｰ18日 東京都　東京ビッグサイト 第11回オートモーティブワールド

海外モーターショー/主要イベント

日時 場所 名称

	11月28日-12月1日 中国　上海 オートメカニカ上海

11月30日-12月9日 アメリカ　ロサンゼルス ロサンゼルス・オートショー

12月	 1ｰ9日 ドイツ　エッセン エッセン・モーターショー

	 6ｰ9日 イタリア　ボローニャ ボローニャ・モーターショー

	 14ｰ16日 ルクセンブルク ルクセンブルク国際モーターショー

	 22ｰ25日 中国　香港 e-EXPO＆Auto HK 2018

1月	 8ｰ11日 アメリカ　ラスベガス CES2019

	 10ｰ13日 オーストリア　ウィーン ウィーン・オートショー2019

	 12ｰ27日 アメリカ　デトロイト デトロイト・モーターショー

	 16ｰ19日 オーストリア　ザルツブルク AutoZum Salzburg2019

	 18ｰ27日 カナダ　モントリオール モントリオール　オートショー
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1  自動車税制改革
2  第45回国際福祉機器展H.C.R２０１８
3  CEATEC JAPAN 2018
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内
市
場
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
す
。

　

多
く
の
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、自

動
車
に
か
か
る
税
金
に
負
担
感
を
抱

い
て
お
り
、国
内
市
場
活
性
化
の
た

め
に
は
、自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
税
負

担
を
軽
減
し
、自
動
車
を
購
入・保
有

し
や
す
い
環
境
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、取
得
・

保
有・走
行
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
9

種
類
、合
計
8
兆
円
も
の
複
雑・過
重

な
税
を
負
担
し
て
い
ま
す
。こ
の
8

兆
円
は
国
の
租
税
総
収
入
の
約
1
割

に
も
な
り
ま
す
。自
動
車
は
、ぜ
い
た

く
品
で
は
な
く
、生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
必
需
品
で
あ
り
、地

方
で
は
複
数
台
を
保
有
す
る
世
帯
も

多
く
、過
重
な
税
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

自
工
会
と
し
て
は
、平
成
31
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
、車
体
課
税
抜

本
改
革
見
直
し
を
実
現
す
べ
く
、「
自

動
車
税
は
国
際
水
準
で
あ
る
現
行
の

軽
自
動
車
税
を
起
点
に
引
き
下
げ
る

こ
と
」「
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
更
な
る
税
負
担
増

を
回
避
す
る
こ
と
」を
要
望
、特
に
自

動
車
税
の
恒
久
的
な
引
き
下
げ
を
1

丁
目
1
番
地
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
、日
本
が
健

全
で
将
来
へ
の
夢
を
持
て
る
国
で
あ

り
続
け
る
た
め
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、2
0
1
9

年
10
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

が
迫
っ
て
い
ま
す
。国
内
市
場
は
こ

れ
ま
で
消
費
税
引
き
上
げ
の
た
び
に

1
0
0
万
台
減
、75
万
台
減
と
市
場

規
模
の
縮
小
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま

し
た
。更
に
来
年
の
消
費
税
引
き
上

げ
に
よ
り
国
内
市
場
は
30
万
台
減
、

厳
し
さ
を
増
す
不
透
明
な
通
商
環

境
と
い
う
新
た
な
不
安
要
素
も
加

わ
っ
て
、経
済
損
失
2
兆
円
、国
内
に

お
け
る
雇
用
は
9
万
人
減
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。そ
う
な
る
と
、1
0
0
0

万
台
規
模
で
推
移
し
て
き
た
国
内

生
産
や
研
究
設
備
の
維
持
は
極
め
て

困
難
と
な
り
、日
本
経
済
に
貢
献
す

る
自
動
車
産
業
が
空
洞
化
や
衰
退
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。今
後
も
、自
動
車
産
業
が
国
内

に
お
け
る
雇
用
、生
産・研
究
開
発
体

制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、国
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　自動車産業は広範な関連産業を持ち、日本経済や雇用確保に大きく
貢献する基幹産業です。しかしながら、自動車業界は、CASEなど技術
の急速な進歩に加え、国内外の経済・社会情勢の変化、さらには自動車
の使い方や自動車に対する意識までも大きく変化しており、自動車と自
動車産業そのもののあり方が大きく変わろうとしている100年に1度の
大変革期に突入しています。

�記者会見で自動車税制改革の必要性を
訴える豊田会長

東京モーターフェス２０１８で開設した「みんなで声を上げよう！高すぎる！クルマの税金」ブースには、１万１２００件の自動車ユーザーの生の声が書かれ、
クルマのボディには１３０枚が貼られた

特集

自動車税制改革“勝負”冬の陣



車
ユ
ー
ザ
ー
の
切
実
な
意
見
が
書
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。改
め
て
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
自
動
車
諸
税
の
現
状
を
明
ら
か
に

し
た
と
い
え
ま
す
。来
場
者
が
記
入

し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、ブ
ー
ス
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
や
車
両
に
貼
り
付
け

ら
れ
、ブ
ー
ス
内
は
ス
テ
ッ
カ
ー
で
埋

ま
り
ま
し
た
。

■
若
者
や
家
族
連
れ
が
目
立
つ

　

モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
会
場
の
中
で
、気

軽
に
意
見
を
書
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
用
意
し
た
こ
と
か

ら
、若
者
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
、特
に
若

い
世
代
や
家
族
連
れ
が
相
次
い
で
来

場
し
て
い
ま
し
た
。

■
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
本

音
が

　

ブ
ー
ス
に
は
、さ
ま
ざ
ま

な
来
場
者
が
立
ち
寄
り
、自

動
車
税
制
に
関
す
る
意
見

を
ス
テ
ッ
カ
ー
に
書
き
込
み

ま
し
た
。ス
テ
ッ
カ
ー
に
は

「
税
金
高
い
！
若
者
だ
っ

て
車
が
欲
し
い
！
」「
ク
ル

マ
の
税
金
何
に
使
っ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
！

は
っ
き
り
し
て
よ
！
」

「
大
切
に
し
て
い
る
古

い
車
の
税
金
を
安
く

し
て
」「
ガ
ソ
リ
ン
の

税
金
二
重
取
り
ズ
ル

イ
！
」
な
ど
、自
動

JAMAGAZINE　2018.11月号3

ユーザーの声が多く集まった
「みんなで声をあげよう！高すぎる！クルマの税金」

来場者の書い
たステッカー

がブース内の
壁、車一面に

貼られていま
した

家族連れや
カップルが書

いたステッ

カーを手に持
ち撮影に応

じてくれま

した

「東京モータ
ーフェス20

18」会場内

だけに、若者
カップルや家

族連れの

来場者が多か
った

　「東京モーターフェス２０１８」（10月６
～８日）で、自動車関係団体で構成する
自動車税制改革フォーラムが開設した
「みんなで声をあげよう！高すぎる！
クルマの税金」ブースに、来場者から自
動車関連の税制に対する切実な意見、
要望が寄せられました。クルマ好きが
多く集まるモーターフェスの会場だけ
に、自動車ユーザーを中心に自動車関
連諸税は「車は生活必需品　税金高過
ぎ！」「クルマの税金何に使っている
のか、わからない」など疑問や怒りの訴
えが相次ぎました。

東京モーターフェス２０１８　

自動車税制改革フォーラム

特集 自動車税制改革“勝負”冬の陣



千葉市での街頭活動

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
東
京
支
部（
舟
橋
竹
彦
支

部
長
）は
、Ｊ
Ｒ
田
町
駅
前
で
自
動
車

関
係
諸
税
の
負
担
軽
減
お
よ
び
簡
素

化
を
求
め
る
街
頭
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。日
本
自
動
車
工
業
会
や
日
本

自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
東
京
都

支
部（
大
原
一
夫
支
部
長
）な
ど「
自

動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
属

す
る
自
動
車
関
係
団
体
が
参
加
し
、

朝
の
通
勤
途
中
の
会
社
員
ら
に
チ
ラ

シ
１
５
０
０
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、舟
橋
支
部
長
に
加
え
、自

販
連
の
法
規・税
制
委
員
長
や
Ｊ
Ａ
Ｆ

関
東
本
部
長
を
務
め
る
井
上
尚
之
東

京
ト
ヨ
タ
社
長
、全
国
軽
自
動
車
協

会
の
堀
井
仁
会
長
、Ｊ
Ａ
Ｆ
の
矢
代

隆
義
会
長
、日
本
自
動
車
工
業
会
の

矢
野
理
事
ら
も
参
加
し
、自
動
車
関

係
諸
税
の
抜
本
的
な
見
直
し
要
求
に

理
解
と
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

井
上
社
長
は「
今
回
の
活
動
を
各

方
面
に
報
告
し
、国
民
の
声
を
届
け
ま

す
」と
し
て
、12
月
の
税
制
改
革
大
綱

に
つ
な
げ
た
い
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

�

（
東
京
）

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
千
葉
支
部（
上
出
賢
治
支

部
長
）は
10
月
23
日
、Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
東

口
で
自
動
車
税
制
の
簡
素
化
と
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
軽
減
を
訴
え
る

街
頭
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。朝
の

通
勤・通
学
者
ら
に
チ
ラ
シ
セ
ッ
ト
７

０
０
部
を
配
布
し
ま
し
た
。ま
た
日

本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
千
葉
県

支
部（
出
野
祥
平
支
部
長
）、千
葉
県
軽

自
動
車
協
会（
大
木
康
正
会
長
）、自
動

車
総
連
千
葉
地
方
協
議
会
の
担
当
者

ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

�

（
千
葉
）

　　

Ｊ
Ａ
Ｆ
栃
木
支
部（
小
平
雅
久
支

部
長
）は
、栃
木
県
宇
都
宮
市
内
の

大
型
商
業
施
設
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
で

栃
木
県
自
動
車
販
売
店
協
会
、栃
木

県
軽
自
動
車
協
会
、自
動
車
総
連
と

と
も
に「
自
動
車
税
制
改
正
に
関
す

る
街
頭
活
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
買
い
物
客
ら
に
５
０
０
枚
の
啓

発
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
な
が
ら
、自
動
車

関
係
諸
税
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
よ
る

ユ
ー
ザ
ー
負
担
の
軽
減
と
簡
素
化
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ

た
50
代
女
性
ユ
ー
ザ
ー
か
ら「
本
当
に
自

動
車
の
税
金
は
負
担
。ガ
ソ
リ
ン
も
高
く

て
困
り
ま
す
」と
い
う
意
見
が
出
る
な
ど
、

同
施
設
に
訪
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
税

負
担
へ
の
不
満
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

�

（
宇
都
宮
）

全
国
47
都
道
府
県
で
の
街
頭
活
動
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特集 自動車税制改革“勝負”冬の陣

地方から自動車税制改正の動き

　自動車ユーザーの団体である日本自動車連盟（ＪＡＦ）が地方の主要
都市で自動車税制改革に向けた街頭活動を展開。全国から自動車関連
諸税に関する自動車ユーザーや市民と自動車総連の声を集め、自動車
関連21団体からなる「自動車税制改革フォーラム」が連携して意見をま
とめ、10月から11月にかけて全国47都道府県知事や関係部署に税制
改正要望の活動を始めています。



皆さんの声を

聞かせて
下さい！！

日本自動車連盟（JAF）　日本自動車工業会　日本自動車販売協会連合会　全国軽自動車協会連合会　日本自動車部品工業会　日本自動車輸入組合　日本中古自動車販売協会連合会
全日本トラック協会　日本自動車会議所　全国自家用自動車協会　日本自動車整備振興会連合会　日本自動車リース協会連合会　日本バス協会　全国通運連盟　日本自動車車体工業会
全国ハイヤー・タクシー連合会　全国レンタカー協会　日本自動車タイヤ協会　日本二輪車普及安全協会　自動車用品小売業協会　全国自動車会議所連絡協議会　以上21団体 順不同

クルマは生活に
欠かせないのに…

ご存知でしたか? 自動車には…

クルマの税金クルマの税金クルマの税金
みんなで考えよう！みんなで考えよう！みんなで考えよう！

９種類・８兆円もの
税金

が課せられています。 最大32倍

国際的に見ても極めて
重い負担になっています。

「当分の間税率」や「Tax on Tax」
といった仕組みが続いています。

不合理な

重すぎる税負担を軽減し、複雑で不合理な仕組みが見直されるよう、
自動車ユーザーの声を結集しましょう。

1 2 3

自動車税制改革フォーラム
JAF（日本自動車連盟） JAF 税制 検 索

京都市での街頭活動甲府市での街頭活動

（このチラシは街頭活動で配布されたものです）

を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
等
を
来
場
者

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、現
在
の
自

動
車
税
制
へ
の
意
見
や
要
望
を
パ
ネ

ル
に
記
入
し
て
も
ら
う「
マ
イ
ボ
イ
ス

パ
ネ
ル
」活
動
を
実
施
、50
人
が
意
見・

要
望
を
書
き
込
み
ま
し
た
。パ
ネ
ル
は

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
生
の
声
を
訴
え

る
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

�

（
甲
府
）

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
茨
城
支
部（
加
藤
敏
彦
支

部
長
）は
、Ｊ
Ｒ
水
戸
駅
南
口
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
県
内
自
動
車
関

係
諸
団
体
と
自
動
車
税
制
改
正
に
関

す
る
街
頭
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
状
の
説
明
や
重
い
税
負
担
の
軽
減

頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。自
動
車
関

連
団
体
の
職
員
ら
が
参
加
し「
ク
ル

マ
の
税
金
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
」

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
を
手
に
通
行
客

に
税
負
担
の
軽
減
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

�

（
旭
川
）

　

北
陸
３
県
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
各
支
部
は
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
税
負
担
軽
減
を

道
行
く
会
社
員
や
買
い
物
客
な
ど

幅
広
い
層
に
訴
え
る
街
頭
活
動
を
、

各
地
の
自
動
車
販
売
店
協
会
な
ど

と
協
力
し
、そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し

た
。街
頭
活
動
で
は
自
動
車
税
制
の

現
状
を「
不
合
理
」と
主
張
し
、租
税

収
入
全
体
に
占
め
る
自
動
車
関
係
諸

税
の
大
き
さ
や
、国
際
標
準
と
の
比

較
で
も「
極
め
て
重
い
負
担
に
な
っ
て

い
る
」な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

�

（
北
陸
３
県
）

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部（
佐
々
木
宏
明
支

部
長
）は
、甲
府
市
の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

で
開
催
さ
れ
た
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
合

同
中
古
車
フ
ェ
ア
の
会
場
に
お
い
て
、

佐
々
木
支
部
長
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
代
表

者
ら
が
、自
動
車
税
に
関
す
る「
２
０

１
９
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望

活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
自
動
車
に
関
す
る
税
金
の
軽
減
」

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
京
都
支
部（
森
川
莫
臣
支

部
長
）は
10
月
25
日
、自
動
車
総
連

と
と
も
に
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
税
負
担

の
軽
減
や
自
動
車
税
制
の
簡
素
化
な

ど
を
訴
え
る
た
め
の
街
頭
活
動
を
実

施
。京
都
の
繁
華
街
、四
条
河
原
町

の
高
島
屋
や
京
都
マ
ル
イ
の
前
で
要

望
内
容
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

�

（
京
都
）

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
埼
玉
支
部（
茂
木
喜
明

支
部
長
）な
ど
自
動
車
税
制
改
革

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
属
す
る
埼
玉
県
内
自

動
車
５
団
体
は
、大
宮
駅
西
口
デ
ッ

キ
で
自
動
車
税
制
に
関
す
る
街
頭
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
団
体
と
加
盟
企
業
の
参
加
者

が
揃
い
の
青
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、

「
ク
ル
マ
の
税
金　

根
本
的
に
見
直

す
べ
き
」と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
を
掲

げ
、自
動
車
税
の
ユ
ー
ザ
ー
負
担
解
消

の
た
め「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
ク
ル

マ
の
税
金
」な
ど
と
書
か
れ
た
チ
ラ

シ
を
道
行
く
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

�

（
さ
い
た
ま
）

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
旭
川
支
部（
籐
冨
泰
弘
支

部
長
）と
自
販
連
旭
川
支
部（
北
村

亮
支
部
長
）は
10
月
30
日
、市
内
で

自
動
車
税
制
の
見
直
し
を
訴
え
る
街

を
訴
え
る
チ
ラ
シ
と
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
３
０
０
セ
ッ
ト
用
意
し
、朝
の

駅
利
用
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

�

（
水
戸
）

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
大
阪
支
部（
白
土
貴
久
支

部
長
）は
11
月
６
日
、府
内
の
自
動

車
関
連
団
体
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
京
橋
駅

（
大
阪
市
都
島
区
）周
辺
で
自
動
車

税
制
改
正
に
向
け
た
街
頭
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。12
団
体
か
ら
22
人
が

参
加
し
、啓
発
チ
ラ
シ
を
通
行
人
に

手
渡
し
て
、ユ
ー
ザ
ー
の
税
負
担
軽

減
と
複
雑
な
自
動
車
税
制
の
簡
素
化

を
訴
え
ま
し
た
。

�

（
大
阪
）
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　アジア最大規模の福祉機器に関する展示会「第４５回国際福祉機器展Ｈ．Ｃ．Ｒ．２０１８」（主催＝全国社
会福祉協議会、保健福祉広報協会）が10月10～12日、東京ビッグサイトで開催されました。少子高齢化を
背景に介護需要が高まる中、自動車メーカー各社もブースを構え、最新の福祉車両をアピール。来場者か
ら高い注目を集めていました。

少
子
高
齢
化
を
背
景
に

自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
各
社
出
展

第45回国際福祉機器展H.C.R２０１８

■
様
々
な
福
祉
機
器
を
展
示

　

こ
の
展
示
会
は
、日
常
生
活
か
ら
医

療
、移
動
、教
育
、ス
ポ
ー
ツ
ま
で
様
々

な
福
祉
機
器
を
一
堂
に
集
め
た
ア
ジ

ア
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。45
回

目
と
な
る
今
回
は
、15
カ
国
・
地
域
か

ら
６
２
１
社
・
団
体
が
出
展
し
、約
２

万
点
の
福
祉
機
器
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。展
示
面
積
も
６
万
６
千
平
方
㍍

超
と
過
去
最
大
規
模
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。３
日
間
合
計
の
来
場
者

数
は
11
万
９
千
人
で
し
た
。

■
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
６
社
が

最
新
型
展
示

　

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
々
に
は

移
動
手
段
も
重
要
と
な
り
ま
す
。こ

の
た
め
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
も
例

年
出
展
し
て
お
り
、今
回
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
、日
産
自
動
車
、ホ
ン
ダ
、ス
ズ

キ
、ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、ヤ
マ
ハ
発
動
機

の
６
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、最
新
の
福

祉
車
両
を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
と
ダ
イ
ハ
ツ
は
グ
ル
ー
プ

と
し
て
大
規
模
な
合
同
ブ
ー
ス
を
展

開
。「
ハ
イ
エ
ー
ス
」
な
ど
の
大
型
車

か
ら
軽
自
動
車
ま
で
国
内
最
多
と
な

る
多
彩
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
紹
介
し

ま
し
た
。ダ
イ
ハ
ツ
は
、10
月
か
ら
販

売
を
開
始
し
た
新
た
な
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
向
け
送
迎
支
援
シ
ス
テ
ム「
ら
く

ぴ
た
送
迎
」を
紹
介
し
ま
し
た
。同
シ

ス
テ
ム
は
介
護
事
業
者
の
送
迎
業
務

の
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、車
両

の
現
在
地
把
握
や
利
用
者
の
急
な
変

更
、同
乗
者
の
相
性
把
握
な
ど
が
可

能
で
、送
迎
計
画
の
作
成
業
務
の
負

担
軽
減
や
送
迎
業
務
の
効
率
化
を
実

現
し
ま
す
。会
場
で
も
高
い
関
心
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

　

日
産
は「
セ
レ
ナ
」ベ
ー
ス
の
車
い

す
仕
様
車
の
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を

展
示
し
ま
し
た
。ア
ウ
ト
ド
ア
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
調
し
た
モ
デ
ル
で
、楽
し

さ
を
演
出
し
て
個
人
ユ
ー
ザ
ー
の
開

拓
に
つ
な
げ
る
狙
い
で
す
。

　

ホ
ン
ダ
は
「
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
や
「
ス

テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン
」な
ど
の
福
祉
車
両
を

展
示
。ブ
ー
ス
内
で
は
歩
行
訓
練
機

器「
歩
行
ア
シ
ス
ト
」な
ど
を
実
際
に

装
着
で
き
る
体
験
会
も
実
施
す
る
な

ど
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ス
ズ
キ
は
軽
自
動
車
を
多
数
展

示
し
た
ほ
か
、電
動
車
い
す「
セ
ニ
ア

カ
ー
」の
試
乗
会
も
実
施
。ヤ
マ
ハ
発

動
機
は
低
速
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
コ
ン
セ
プ

ト
モ
デ
ル「
Ｙ
Ｎ
Ｆ
―
０
１
」
を
初
公

開
し
ま
し
た
。高
い
走
破
性
と
先
進

的
な
デ
ザ
イ
ン
が
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

トヨタとダイハツは合同で大規模ブースを展開
しました。多彩なラインアップで幅広いニー
ズをカバーしています

ホンダは、車いすに乗ったまま後席に乗車ができ
るN-BOXスロープ仕様などを展示、人気を集
めました

ダイハツは介護業務支援の新サービス「らくぴた送迎」をアピール。
来場者が高い関心を示していました

ヤマハ発動機は未来の電動車いすをイメージしたスタイリッシュな
デザインのコンセプトモデルを展示
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た
映
像
と
自
車
が
撮
影
し
た

映
像
を
組
み
合
わ
せ
、前
方
車

両
の
先
が
透
け
て
見
え
る
技

術
を
日
本
初
公
開
。別
の
複
数

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
Ａ
Ｉ

を
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
を
披
露
し
、注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

■
車
で
８
Ｋ
放
送
も

　

ク
ル
マ
と
は
直
接
的
に
関
係
し
な

い
で
す
が
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
が
世
界
で
初
め

て「
８
Ｋ
」放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
を
発

売
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。自
動
運

転
が
実
現
す
れ
ば
車
内
空
間
を
よ
り

楽
し
も
う
と
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

と
考
え
ら
て
お
り
、車
で
８
Ｋ
放
送

を
視
聴
す
る
時
代
が
来
る
可
能
性
も

十
分
あ
り
ま
す
。

　
「
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
」で
披
露

さ
れ
る
技
術
や
製
品
の
中
に
は
、こ

の
よ
う
に
今
は
ク
ル
マ
と
直
接
的
な

関
係
が
無
く
と
も
将
来
的
な
活
用
が

見
込
め
る
技
術
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。非
自
動
車
業
界
の
企
業

ブ
ー
ス
で
今
後
の
ク
ル
マ
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
探
す
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
開
発
担
当
者
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

せ
る
技
術
は
、米
グ
ー
グ
ル
の
「
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
オ
ー
ト
」、米
ア
ッ
プ
ル

の「
カ
ー
プ
レ
イ
」
な
ど
が
代
表
的

で
す
。こ
れ
ら
に
対
し
、ト
ヨ
タ
や

フ
ォ
ー
ド・モ
ー
タ
ー
が
推
奨
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｌ
は
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
視
点

で
安
全
性
と
操
作
性
の
両
立
が
図
ら

れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。イ
ベ
ン

ト
開
幕
日
に
視
察
に
訪
れ
た
世
耕
弘

成
経
済
産
業
相
も
ト
ヨ
タ
ブ
ー
ス
に

立
ち
止
ま
り
、担
当
者
の
説
明
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
■
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
不
可
欠

　

自
動
運
転
や
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー

の
開
発
に
は
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
存
在
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。あ

る
大
手
メ
ガ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
Ｖ
２

Ｖ（
車
車
間
通
信
）を
活
用
し
、前
方

車
両
の
フ
ロ
ン
ト
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

■
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
出
展

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
ト
ヨ

タ
自
動
車
が
出
展
。車
載
機
器
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）ア
プ
リ
を

連
携
さ
せ
る
技
術
「
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ
ス
リ
ン
ク（
Ｓ
Ｄ
Ｌ
）」に
対
応
し

た
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
12
月
か

ら
国
内
展
開
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｌ
は
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
車
内

で
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、操

作
方
法
な
ど
を
最
適
化
す
る
技
術
で

す
。Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
音
声
操

作
や
カ
ー
ナ
ビ
へ
の
最
適
表
示
で
、ス

マ
ホ
の
利
便
性
は
最
大
限
残
し
た
ま

ま
、事
故
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
ま
す
。

■
ス
マ
ホ
と
車
両
連
携

 　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
車
両
を
連
動
さ

つ
な
が
る
社
会
、
共
創
す
る
未
来

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
や
自
動
運
転
技
術
も
展
示

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な
ど
先
進
技
術
が
披
露
さ
れ
る「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ（
シ
ー
テ
ッ
ク
）ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
８
」が
10
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
、幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉
市
美
浜
区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。従
来
の
家
電
見
本
市

か
ら「
Ｃ
Ｐ
Ｓ（
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
）／
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）の
総
合
展
示
会
」に
鞍
替
え
し

て
３
年
目
。７
２
５
社・団
体（
２
０
１
７
年
６
６
７
社・団
体
）が
出
展
し
、15
万
６
０
６
３
人（
前
年
比
３
９
７
７
人
増
、同

２・６
％
増
）が
来
場
し
ま
し
た
。コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
や
自
動
運
転
で
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
活
用
を
進
め
る
自
動
車
業
界
か

ら
も
多
数
の
出
展
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

前回を上回る人数が来場

CEATECJAPAN
2018





「人生はおかわりできない」
東京デザイン専門学校　李 多顯

「高齢者の交通安全」

福岡県　荻野 佳子

「飲んだら乗るな！」
東京デザイン専門学校　高山 結

「一杯だけ…が命取り」
東京デザイン専門学校 原 優風

最優秀賞

優秀賞 優秀賞 優秀賞
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全国から１０８作品の応募

福岡県の荻野佳子さんが最優秀賞に

交通安全ポスター原画コンテスト

　日本自動車会館は10月17日、交通安全ポスター

原画コンテストの表彰式を開きました。今年は全国

から１０８作品の応募があり、高齢者の運転から卒業

をテーマにした福岡県の荻野佳子さんの作品を最

優秀賞、そのほかの３作品を優秀賞に選びました。

　コンテストは、会館に入館する法人の社会貢献活動

の一環として２００７年から実施しています。今年は家

族で広げる交通安全、高齢者の交通安全など四つを

テーマに８月下旬から９月上旬まで作品を募集し、前

年を上回る応募がありました。

　表彰式は会館１階のくるまプラザで開かれ、選考委

員会委員長の永塚誠一日本自動車工業会副会長・専

務理事が受賞者に賞状と賞金を手渡しました。

　最優秀賞に選ばれた荻野さんの作品は、いつかは

誰にも訪れる車の運転からの卒業を「失うことではな

く、新たなトラフィック・ライフの始まり」（本人の受賞

コメントより）と、前向きに捉えた点が評価されました。

　優秀賞はともに、飲酒運転の根絶をテーマにした東

京デザイン専門学校の李多顯さん、高山結さん、原優

風さんの作品が選ばれました。表彰式で３人は「受賞で

きて大変嬉しいです。これからよりいい作品を作るた

めのモチベーションになります」と喜びを述べました。



2018年 秋の叙勲・褒章

元トヨタ自動車社長の渡辺捷昭氏が産業振興功績で１１月３日に旭日大授章を受章

元トヨタ自動車社長の渡辺捷昭氏に旭日大授章叙勲

　このたび、旭日大綬章の栄誉を賜りましたことは、身に余る光栄でございます。
　今回の受章は、日本はもとより世界各国のお客様をはじめ、多くの方々のご指導、ご支援を頂きながら、共に仕
事に取り組むことができましたことの結果であり、皆様にあらためて感謝申し上げます。この栄えある受章を励み
といたしまして、今後とも産業、経済、社会の発展にいささかなりともお役に立てるよう、引き続き微力を尽くして
参る所存でございますので、何卒、一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。�
� 元トヨタ自動車株式会社社長　渡辺 捷昭
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《経歴》

渡
わたなべ

辺 捷
かつあき

昭氏　昭和１７年２月１３日生
【学歴】
昭和３９年３月２１日　慶応義塾大学経済学部　卒業

【主な職歴】
昭和３９年４月１日	 トヨタ自動車工業(株)　入社
平成４年９月２５日	 トヨタ自動車�(株)　取締役
平成９年６月２６日	 同　常務取締役
平成１１年６月２５日	 同　専務取締役
平成１３年６月２７日	 同　代表取締役副社長
平成１７年６月２３日	 同　代表取締役社長
平成２１年６月２３日	 同　代表取締役副会長

【主な民間団体歴】
自	平成１６年５月２０日	� (社)日本自動車工業会　理事

至	平成２０年５月１４日
自	平成２０年５月１５日	 同　副会長
至	平成２２年３月３１日
自	平成２２年４月１日	 �(一社)日本自動車工業会　副会長
至	平成２２年５月１９日	� (平成２２年４月１日同上改組)
自	平成２１年５月２８日	 �(一社)日本経済団体連合会　農

政問題委員会　担当副会長
至	平成２２年５月２７日	
自	平成２１年５月２８日	� (一社)日本経済団体連合会　農

政問題委員会　担当副会長
至	平成２２年５月２７日
自	平成１３年５月１７日	� (社)中部経済連合会　副会長
至	平成１７年５月１６日
自	平成２９年１月２５日	� 国立研究開発法人科学技術振興機

構　未来社会創造事業　事業統括

至	現在　
【審議会歴等】	
自	平成２１年５月１８日	� 経済産業省産業構造審議会 

通商政策部会　部会長
至	平成２５年４月２６日	
自	平成２５年２月２６日	� 文部科学省COI STREAMガバ

ニング委員会　委員
至	現在

【主な受賞歴】
平成２０年１月３０日	 �平成１９年度省エネルギー実施優

秀事例表彰、経済産業大臣賞受賞
平成２１年４月１７日	� 平成２１年度知財功労賞、経済

産業大臣表彰受章
平成２１年１１月３日	 藍綬褒章受章�(産業振興功績)

《経歴》

新
にいみ

美 篤
あつし

志氏 　昭和２２年７月３０日生
【学歴】
昭和４６年３月３１日　名古屋大学工学部航空学科　卒業

【主な職歴】
昭和４６年４月１日	 トヨタ自動車工業(株)　入社
平成１２年６月２８日	 トヨタ自動車(株)　取締役
平成１５年６月２６日	 同　常務役員
平成１７年６月２３日	 同　専務取締役
平成２１年６月２３日	 同　代表取締役副社長

平成１４年６月２８日	� トヨタモーターノースアメリカ(株)　
上級副社長

平成２１年６月２５日	 同　取締役
平成２３年４月１日	 同　取締役副会長
平成１４年６月２８日	� トヨタモーターマニュファクチャリン

グノースアメリカ(株)　取締役社長
平成１８年４月１日	� トヨタモーターエンジニアリングアンド

マニュファクチャリングノースア
メリカ(株)　取締役会長

平成１９年６月２６日	 同　取締役
平成２１年６月２５日	 同　会長兼ＣＥＯ

平成２４年４月１日	 同　取締役会長
【主な民間団体歴】
自	平成２５年４月１６日	 中部経済同友会　代表幹事
至	平成２８年４月２５日
自	平成２１年６月１日	 ��(学)トヨタ神戸整備学園　専門

学校トヨタ神戸自動車大学校　
代表理事長

至	平成２５年５月２１日　
【主な受賞歴】
平成２２年１１月２６日	� 第４回ロボット大賞、経済産業

大臣賞受賞

元トヨタ自動車副社長の新美篤志氏が産業振興の功績で１１月３日に藍綬褒章を受章

元トヨタ自動車副社長の新美篤志氏に藍綬褒章

　このたび、藍綬褒章受章の栄に浴し、身に余る光栄と存じております。
　私は、昭和４６年にトヨタ自動車に入社以来、一貫して生産技術、生産管理等、生産部門に携わって参りました。
経済の急速なグローバル化が進む中で、海外生産の拡大と現地化を進める一方で、生産技術の革新を続け、国内
生産の継続にも務めて参りました。この間、諸先輩並びに多くの関係者の方々のご指導とご支援を頂きながら、仕
事に取り組むことができ、微力ながらも自動車産業の発展にいささかなりともお役に立てましたことは、この上な
い喜びであり、心より感謝申し上げる次第でございます。この栄えある受章を励みといたしまして、社会の発展に
少しでも貢献できるようさらに精進を重ねて参る所存でございます。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。�
� 　元トヨタ自動車株式会社副社長　新美 篤志

褒章
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で
充
電
コ
ー
ド
を
巻
き
取
る
独
自
構

造
の
充
電
ス
タ
ン
ド
を
提
案
し
ま
し

た
。充
電
器
を
使
用
後
、コ
ネ
ク
タ
を

充
電
器
本
体
の
コ
ネ
ク
タ
受
け
に
差

し
込
む
と
、自
動
的
に
ケ
ー
ブ
ル
が

本
体
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
る
仕
組
み

で
、商
業
施
設
を
中
心
に
普
及
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
開
催
は
12
年
ぶ
り
と
な
っ
た

Ｅ
Ｖ
Ｓ
。出
展
者
か
ら
は「
展
示
内

容
は
以
前
と
全
く
違
う
も
の
だ
っ

た
」（
大
手
バ
ッ
テ
リ
ー
部
品
メ
ー

カ
ー
）、「
Ｅ
Ｖ
事
業
の
規
模
は
小
さ

い
が
、将
来
を
見
据
え
て
初
出
展
し

た
」（
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
製
造
事
業

者
）と
い
っ
た
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

各
企
業
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
テ
ィ

ア
１
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
独
自
の
技
術

や
研
究
成
果
は
、海
外
の
来
場
者
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

■
ア
ネ
ッ
ク
ス
１
に
日
本
で
初
対
応

　

Ｅ
Ｖ
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）の
車
載
部
品
評
価
設

備
な
ど
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
一
次

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー（
テ
ィ
ア
１
）に
提
案

す
る
企
業
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

米
国
の
第
三
者
認
証
機
関
の
日
本

法
人
は
、車
載
部
品
を
評
価
す
る
固

定
型
ダ
イ
ナ
モ
搭
載
電
波
暗
室
を

紹
介
し
ま
し
た
。モ
ー
タ
ー
や
イ
ン

バ
ー
タ
ー
な
ど
に
負
荷
を
か
け
た
状

態
で
Ｅ
Ｍ
Ｃ（
電
磁
両
立
性
）試
験
を

行
え
る
も
の
で
、国
際
規
格
の
Ｃ
Ｉ

Ｓ
Ｐ
Ｒ
25
：
２
０
１
６
Ｅ
ｄ
．４　

ア

ネ
ッ
ク
ス
１
に
日
本
で
初
め
て
対
応

し
て
い
ま
す
。来
年
２
月
ま
で
予
約

が
入
る
な
ど
引
き
合
い
が
強
く
、部

品
メ
ー
カ
ー
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

自
動
車
部
品
の
検
査
設
備
な
ど
を

製
造
・
販
売
す
る
企
業
は
、イ
ン
バ
ー

タ
ー
の
電
子
部
品
な
ど
を
検
査
す
る

高
性
能
パ
ワ
ー
サ
イ
ク
ル
試
験
機
を

展
示
し
ま
し
た
。年
間
２
０
０
件
以

上
の
パ
ワ
ー
半
導
体
の
試
験
で
培
っ

た
技
術
を
結
集
し
た
も
の
で
、多
様

な
パ
ワ
ー
半
導
体
に
対
応
し
ま
す
。

■
多
彩
な
Ｅ
Ｖ
充
電
シ
ス
テ
ム
展
示

　

各
企
業
の
ア
イ
デ
ア
が
詰
め
込
ま

れ
た
Ｅ
Ｖ
充
電
シ
ス
テ
ム
も
会
場
に

多
数
並
び
ま
し
た
。

　

大
手
部
品
メ
ー
カ
ー
は
、超
小
型

Ｅ
Ｖ
用
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
充
電
シ
ス
テ

ム
を
展
示
し
ま
し
た
。駐
車
場
側
に

送
電
コ
イ
ル
を
、車
側
に
受
電
コ
イ

ル
を
搭
載
し
、非
接
触
充
電
す
る
仕

組
み
で
す
。自
治
体
や
事
業
者
の
関

心
が
高
く
、今
後
は
実
証
実
験
す
る

予
定
で
、自
動
運
転
に
よ
る
バ
レ
ー

パ
ー
キ
ン
グ
で
の
展
開
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

自
動
車
の
電
装
部
品
や
Ｃ
Ｖ
Ｔ
部

品
を
製
造
・
販
売
す
る
関
西
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
は
、自
動

自動車メーカーや
一次サプライヤーが提案
　10月１～３日に神戸コンベンションセンター（神戸市中央区）で電気自動車
（ＥＶ）の世界最大のシンポジウム「第31回国際電気自動車シンポジウム・展
示会（ＥＶＳ31）＆ＥＶ技術国際会議２０１８（ＥＶＴｅＣ２０１８）」が開かれまし
た。国内外から約２００の企業や団体が出展し、ＥＶ開発に向けた研究や技術、
新製品などを披露しました。９月30日は台風の影響で中止になりましたが、３
日間で約２８００人が来場するなど、ＥＶへの関心の高さが見て取れました。

 

駐車場と超小型ＥＶを活用した非接触充電設備

自動でコー
ドを巻き取

るＥＶ充電
スタンド

ＥＶの生命
線である

イン

バーターの
部品向け高

性

能パワーサ
イクル試験

機

 「第31回国際電気自動車シンポジウム・展示会（ＥＶＳ31）＆
  ＥＶ技術国際会議２０１８（ＥＶＴｅＣ２０１８）」開催
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ラ
オ
ス
に
来
て
い
る
。海
岸
が
無
い
内
陸

国
で
あ
る
。周
囲
は
中
国
・
タ
イ
・ベ
ト
ナ
ム・

カ
ン
ボ
ジ
ア・
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
新
興
国
に

囲
ま
れ
て
い
る
。ラ
オ
ス

が
発
展
す
る
た
め
に
は

こ
れ
ら
諸
国
と
の
交
易
が

鍵
と
な
る
。そ
れ
で
高
速
道

路
建
設
や
鉄
道
建
設
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、日
本
や

中
国
を
初
め
と
し
て
多
く
の
国

が
援
助
を
し
て
い
る
。

■
ク
ル
マ
業
界
の
S
D
G
は

　

さ
て
昨
今
の
日
本
で
は
持
続

可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
）が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。で
は

ク
ル
マ
業
界
は
ど
う
す
れ
ば
持
続

可
能
な
開
発
に
寄
与
で
き
る
か
。

実
は
最
大
の
寄
与
は
、ク
ル
マ
の

本
来
の
機
能
で
あ
る
モ
ビ
リ

テ
ィ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
気
づ

い
た
。

　

ラ
オ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
で

最
も
所
得
水
準
が
低
い

が
、タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
な

い
し
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス

ワ
ン
と
し
て
、製
造
業
も
立
地
し
つ
つ
あ
る
。

工
業
団
地
の
日
本
企
業
を
訪
ね
る
と
、多
く

の
女
性
労
働
者
が
働
い
て
い
た
。こ
れ
ま
で

は
農
村
で
自
給
自
足
的
な
生
活
を
し
て
い
た

が
、今
で
は
縫
製
や
電
機
部
品
の
組
み
立
て

に
従
事
し
て
い
る
。

　

通
勤
の
足
は
会
社
が
提
供
す
る
バ
ス
で
あ

り
、朝
夕
に
村
々
を
巡
回
し
て
い
る
。道
が
未

舗
装
な
場
合
は
バ
ス
に
代
え
て
ト
ラ
ッ
ク
を

使
う
と
い
う
。

　

ラ
オ
ス
に
は
ま
だ
産
業
の
広
が
り
が
無
い

の
で
、原
材
料
は
タ
イ
な
ど
か
ら
輸
入
し
て

い
る
。ま
た
組
み
立
て
が
終
わ
っ
た
製
品
は
、

や
は
り
外
国
へ
出
荷
し
て
い
る
。こ
の
た
め
に

は
勿
論
ト
ラ
ッ
ク
や
鉄
道
を
使
う
。

■「
移
動
の
自
由
」が
人
権

　

人
間
の
基
本
的
人
権
と
し
て
自
由
が
あ

る
。そ
の
中
の
大
事
な
１
つ
が
経
済
的
自
由

で
あ
る
。人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
活
か
し

て
経
済
活
動
を
営
な
む
こ
と
は
、人
が
人
ら

し
く
活
き
る
た
め
に
必
要
な
権
利
で
あ
る
。

　

今
回
改
め
て
気
付
い
た
こ
と
は
、経
済
的

自
由
は
、実
は「
移
動
の
自
由
」に
支
え
ら
れ

て
い
る
、と
い
う
こ
と
だ
。そ
れ
は
通
勤
の
自

由
で
あ
り
物
流
の
自
由
で
あ
る
。こ
の
移
動

の
自
由
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、ラ
オ
ス
は
手
先

の
器
用
な
若
者
を
武
器
に
し
て
、世
界
の
製

造
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
で
き
る
。移
動

の
自
由
は
、国
際
的
な
分
業
も
可
能
に
し
て

い
る
。分
業
は
経
済
成
長
の
源
泉
で
あ
る
。

分
業
す
る
こ
と
で
、人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
が
最

も
得
意
と
す
る
仕
事
に
従
事
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

■
ク
ル
マ
が
移
動
手
段
を
提
供

　

ラ
オ
ス
の
将
来
は
、移
動
の
自
由
を
ど
こ

ま
で
確
保
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
掛
か
っ
て

い
る
。内
陸
国
が
発
展
す
る
た
め
に
は
自
動

車
が
欠
か
せ
な
い
。自
動
車
業
界
の
使
命
は
、

安
く
信
頼
で
き
る
移
動
手
段
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
に
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、技
術
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

国
境
で
の
出
入
国
手
続
き
を
簡
素
化
し
た

り
、関
税
を
引
き
下
げ
た
り
す
る
こ
と
で
、

制
度
面
で
の
移
動
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と

も
重
要
だ
。こ
れ
は
政
府
の
使
命
で
あ
る
。

■
安
く
て
信
頼
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が

　

い
ま
自
動
車
業
界
に
は
、E
V
や
自
動
運

転
等
、様
々
な
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。地
球

温
暖
化
や
大
気
汚
染
等
へ
の
対
策
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。だ
が
そ
の
一
方
で
、安
く
信
頼
で

き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
と
い
う
原
点

こ
そ
が
、こ
の
世
界
で
最
も
貧
し
い
人
々
に

と
っ
て
は
、相
変
わ
ら
ず
最
重
要
な
課
題
で

あ
る
。新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
、

こ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う

か
。安
く
信
頼
で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
実
現

す
る
な
ら
ば
、そ
れ
だ
け
ラ
オ
ス
の
人
々
は
豊

か
に
な
れ
る
。

キャノングローバル戦略研究所

モビリ
ティがもたらす持続可能な開発

コラム BEYOND

ｐｒｏｆｉｌｅ 　固体物理学を専攻。地球温暖化およびエネルギー政策を専門とする。国連の気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）で活動。2021年刊行予定の第6次報告では統括執筆責任者として「イノベーションと技術開発・移転」の章を取纏める。
地球温暖化にはリスクはあるが、行き過ぎたCO2削減も問題ありと考えている。著書に「地球温暖化とのつきあいかた」等。また「地
球温暖化問題の探究――リスクを見極め、イノベーションで解決する」を近刊予定。

杉
す ぎ

山
や ま

 大
た い

志
し

氏上席研究員



JAMAGAZINE　2018.11月号17

上毛新聞が発行されている群馬県は、公共交通

が弱いこともあり、生活の足として自動車が欠か

せない。1人1台の自動車保有が当たり前の上、

運転免許の保有率も全国一で「自動車王国」とも

称される。日常的に自動車と接しているため、弊

社内にも車好きが多い。自作パーツで改造を楽し

み、クラシックカーに乗る先輩や、外車だけを乗

り継ぐと決めた先輩など、それぞれがそれぞれの

自動車ライフを楽しんでいる。私自身は諸先輩の

足元にも及ばず、義兄が店長をしているディー

ラーで新型車を試乗させてもらうぐらい。走行距

離が15万㌔を越えた愛車をいつ乗り換えるか、

財布と相談している。

そんな群馬県は、経済面で自動車産業に支えら

れている。製造業が盛んな県東部の太田市には年

間70万台を製造する自動車工場があり、雇用や

納税などを通じて地元経済を潤している。桐生市

にも自動車メーカーの協力企業が多数あり、群馬

県の製造品出荷額等に占める輸送機器関連の割

合は実に4割に達している。

記者歴15年の私が駆け出しだった2007年、

太田市の隣にある大泉町の支局に赴任した。当時

は日本経済も好調で、地元の自動車工場はフル稼

働。太田市と大泉町にまたがるモータープールに

新工場建設の話が持ち上がり、雇用や固定資産税

などへの期待の声が上がった。しかし、その直後

にリーマンショックが発生し、極度の円高が進

行。輸出産業は苦境に立たされ、新工場の計画は

立ち消えになった。大泉町には電機メーカーの生

産拠点もあり、大量の労働者が解雇され、夜の街

に出る人は目に見えて減り、町全体が沈んだ雰囲

気になった。

2009年に大泉町の支局を離れ、2012年に太

田市の支局に戻ると、状況が一変した。安倍政権

が「大胆な金融緩和」など円安を誘導する政策を

導入したことに、地元自動車メーカーの米国販売

の好調が重なり、地元経済はV字回復。雇用環境

も急速に改善し、人手不足を補うように中国やベ

トナムの外国人実習生が目立つようになった。夜

の街も活気を取り戻し、駅周辺の再開発で、地価

も上昇。市には想定外の法人住民税が入り、長年

の懸案だった塩漬けの土地を精算し、メーカーか

らの数億円の寄付を受け、市営球場も改修した。

今でも、当地の部品メーカーの経営者からは「人

手不足で大変」との声が上がり、経済の好循環は

続いている。

私が取材するネタのほとんどは群馬県関係だ

が、そんな狭い範囲でも、地方の自治体や市民が、

グローバル経済とつながっていることを実感し

てきた。コネクテッド、自動運転、シェアリング、

電動化（CASE）の開発で、IT企業を巻き込んで、

大変革期を迎える自動車業界。裾野の広い自動車

産業の興亡は地方経済の行方に直結する。いち自

動車ファンとしても、地方紙の記者としても、

自動車業界がどう変わっていくのか、目が離せ

ない。

上毛新聞社

宮
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Reporter's  Window

自動車産業と群馬経済
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TOYOTA GAZOO Racing、
  WRC復帰2年目で

マニュファクチャラーズタイトルを獲得!!
　11月18日（日）、2018年FIA世界ラリー選手権（WRC）第13戦ラリー・
オーストラリアが行なわれ、TOYOTA GAZOO Racing World Rally 
Teamのヤリ-マティ・ラトバラ／ミーカ・アンティラ組（ヤリスWRC #7号車）が
優勝。チームはWRC復帰2年目でマニュファクチャラーズタイトルを獲得。

　ラトバラ選手、アンティラ選手、ラリー・オーストラリア優勝おめでとう！苦しんだ今シーズン、
最後にポディウムの頂点に立つ姿を見ることができて、本当に嬉しかった。そして、その勝利で
TOYOTA GAZOO Racing WRTのマニュファクチャラーズタイトルが決まりました。
　FIA世界ラリー選手権へ18年ぶりに復帰し、2年目の挑戦にしてこんなにも素晴らしい結果を得
られたこと、チームの総代表として最高の気持ちです！この栄冠を勝ち取るためにヤリスを強くし
続けてきたトミ・マキネンと、彼を支えてきた全てのチームメンバー、そして、そのヤリスを何があっ
てもゴールまで走らせ続けてくれた6人のドライバー、コ・ドライバー達に感謝の気持ちでいっぱい
です。本当にありがとう！そして、おめでとう！
　声援を送り続けてくださったファンの方々、心ひとつに戦ってきてくださったパートナーの皆様と
もこの喜びを分かち合えたこと、本当に嬉しく思います。支えていただき、ありがとうございました。

豊田 章男（チーム総代表）

（TOYOTA　ホームページより抜粋）
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